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水量区分
現行基本料

/料　率
水量区分ごとの

使用水量
使用料収入 パターンC 一律15％増 改定案① 基本料1,000円 改定案② 基本料1,000円 改定案③ 基本料700円

 (㎥/月) (円） (㎥) (円) 単価(円/㎥) 使用料収入(円) 単価(円/㎥) 使用料収入(円) 単価(円/㎥) 使用料収入(円) 単価(円/㎥) 使用料収入(円)
基本使用料 600 52,999,200 690 60,949,080 1,000 88,332,000 1,000 88,332,000 700 61,832,400

0 ～　10 60 775,495 46,529,700 69 53,509,155 60 46,529,700 70 54,284,650 70 54,284,650
11 ～　30 120 828,880 99,465,600 138 114,385,440 130 107,754,400 140 116,043,200 140 116,043,200
31 ～　50 130 183,734 23,885,420 150 27,560,100 140 25,722,760 150 27,560,100 150 27,560,100
51 ～　100 140 97,685 13,675,900 161 15,727,285 150 14,652,750 160 15,629,600 160 15,629,600
101 ～　750 150 181,424 27,213,600 173 31,386,352 160 29,027,840 170 30,842,080 170 30,842,080
751 ～ 210 562,933 118,215,930 242 136,229,786 220 123,845,260 240 135,103,920 240 135,103,920
従量使用料計 2,630,151 328,986,150 378,798,118 347,532,710 379,463,550 379,463,550
合　　計 381,985,350 439,747,198 435,864,710 467,795,550 441,295,950

比率 102.5% 比率 101.6% 比率 109.1% 比率 102.9%

従
量
使
用
料



4

【月額】

【年額】

現行
月使用料 月使用料 月使用料 月使用料

① 8㎥/月
（高齢者単身世帯・低使用層）

1,188 1,628 440 37% 1,716 528 44% 1,386 198 17%

②25㎥/月
（標準世帯・3～4人家族）

3,300 3,905 605 18% 4,180 880 27% 3,850 550 17%

③50㎥/月
（二世帯住宅・多人数世帯）

6,820 7,700 880 13% 8,250 1,430 21% 7,920 1,100 16%

④100㎥/月
（飲食店・小規模事業所）

14,520 15,950 1,430 10% 17,050 2,530 17% 16,720 2,200 15%

⑤1,000㎥/月
（大規模工場・特定排水対象）

179,520 190,850 11,330 6% 204,600 25,080 14% 204,270 24,750 14%

利用者区分
改定案②

負担増
改定案③

負担増
改定案①

負担増

現行
年使用料 年使用料 年使用料 年使用料

① 8㎥/月
（高齢者単身世帯・低使用層）

14,256 19,536 5,280 37% 20,592 6,336 44% 16,632 2,376 17%

②25㎥/月
（標準世帯・3～4人家族）

39,600 46,860 7,260 18% 50,160 10,560 27% 46,200 6,600 17%

③50㎥/月
（二世帯住宅・多人数世帯）

81,840 92,400 10,560 13% 99,000 17,160 21% 95,040 13,200 16%

④100㎥/月
（飲食店・小規模事業所）

174,240 191,400 17,160 10% 204,600 30,360 17% 200,640 26,400 15%

⑤1,000㎥/月
（大規模工場・特定排水対象）

2,154,240 2,290,200 135,960 6% 2,455,200 300,960 14% 2,451,240 297,000 14%

利用者区分
改定案② 改定案③改定案①

負担増 負担増負担増
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〇メリット
①郵便代、口座振替の手数料等(銀行・コンビニ手数料が今までの半分になります。)

参考：Ｒ７　年間郵便代　　　７，８４３，０００円→３，９２１，５００円
参考：Ｒ７　年間手数料等　　１，７５１，３１５円→　　８７５，６５７円
年間約480万円の経費削減が出来ます

⓶請求にかかる印刷、封入作業等の事務負担の軽減が可能となり、他の業務に注力出来ます。
③使用料の改定に合わせ請求回数変更の周知が同時に出来ます。また、使用料改定をしながら経費削減を行うアピールが出来ます。

●デメリット
①使用料改定+２か月分の請求となるため割高感が出る。口座振替で残高不足件数が増える可能性が懸念されます。
⓶大口使用の企業によっては資金繰りが困難になるかもしれません。
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★参考
長浜市：合併前の地域によって毎月、隔月請求が混在。 甲良町：毎月請求を実施している。
米原市：隔月請求を実施している。 豊郷町：毎月請求を実施している。
彦根市：隔月請求を実施している。 東近江市：毎月請求を実施している。
多賀町：毎月請求を実施している
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長浜市 米原市 彦根市 多賀町 甲良町 豊郷町 東近江市

８㎥

根　拠
昔からの名残り
のため不明

市内一般家庭の
平均から

昔からの名残り
のため不明

昔からの名残り
のため不明

町内一般家庭の
平均から

井戸水
使用量
１人/月

７㎥
　　 ８㎥
ただし５人目以降
は1人/月４㎥計算

７㎥ ７㎥

町内の一般家庭
の平均から。審
議会で昔に決定
している

市内一般家庭の
平均から

８㎥ ８㎥
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答　申　案 意　見

１．　はじめに
　下水道は、日常生活における汚水を処
理することで、住宅やその周辺から発生
する悪臭や害虫発生の防止を図り、快適
な住民生活を維持していくために欠かす
ことのできないインフラの一つであり、
将来にわたってその経営を継続し、安定
的な下水道サービスを提供しなければな
りません。

１．　はじめに
　下水道は、日常生活における汚水を処
理することで、住宅やその周辺から発生
する悪臭や害虫発生の防止を図り、快適
な住民生活を維持していくために欠かす
ことのできないインフラの一つであるこ
とから、本町は将来にわたってその経
営を継続し、安定的な下水道サービスを
提供しなければなりません。

答　申　案 意　見

　よって今回の改定では、現行の使用料
体系を維持することで、基本使用料単価
と従量使用料単価を全て一律改定するこ
とが適当です。
　また、特定排水の使用料について
は、一般排水と同様に、「基本使用料
と従量使用料」単価を改定することが
適当です。

　よって今回の改定では、現行の使用料
体系を維持することで、基本使用料単価
と従量使用料単価を改定することとしま
す。
　また、特定排水の使用料について
は、一般排水と同様に、「基本使用料
と従量使用料」単価を改定することと
します。

意　見
　現在の下水道使用料単価は約133円/㎥
（令和7年度決算）であり、国が「収支構
造の適正化に向けた社会資本整備総合交
付金等の交付要件について」（令和2年
度）で求める全国平均単価の150円/㎥を
下回っており、15年以上使用料改定を
行っていない団体であることから、使
用料の見直しが求められています。

現在の下水道使用料単価は約133円/㎥
（令和7年度決算）であり、国が「収支構
造の適正化に向けた社会資本整備総合交
付金等の交付要件について」（令和2年
度）で求める全国平均単価の150円/㎥を
下回っており、15年以上使用料改定を
行っていないことから、今後、施設の
更新等で国庫補助金を受けるには使用
料の見直しが求められています。

答　申　案
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